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解説

　　ヘリウムは単原子分子で，分子量は。  であるから，質量を

　　  とすると，気体の状態方程式
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　　混合気体の平均分子量成分気体の分子量 存在率 の和　であるから，

　　空気の平均分子量

　　　空気の質量を  とすると，と同様に
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　　流体中に物体を浸すと，その物体と同体積の流体の重量と同じだけの浮力がはた

　　らくから，気球のもち上げられる質量は

　　　 

　　水蒸気は℃，で
 であるから，その質量を  とすると，

　　と同様にして
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　　分だけ空気より分子量の小さい水が含まれているから，乾燥空気より

　　質量は小さい。

　　空気  中の水蒸気は，℃，であるから，その質量を  とする

　　と，と同様にして
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　　　凝縮した水は　

　　　　　　　　　　　　 

講評

　気体に関するやや難しい問題．若干化学とは無関係の問題も含まれる（Ａ－３）が，で

きるようにはしておいた方が良い．気体の問題は，現役生が苦手にしやすい分野でもある

ので，この問題できちんとできるようにしておきたい．
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